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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本の飼養環境下において、牛白血病ウイルス(BLV)の感染源となる牛
のプロウイルス量を明確にした。500 copies/50 ng of genomic DNA以下の牛は、BLVの感染源とならない低リス
ク牛であり、500 copies/50 ng以上の牛が、感染源となる高リスク牛であることが明らかとなった。そこで、宮
崎県のA地域において、500 copies/50 ng以上の牛のみを農場から移動する牛白血病対策法をとったところ、こ
の地域の感染率を4.9%から0.48%にまで低減することに成功した。本研究の結果、プロウイルス量に基づいた牛
白血病対策の有効性が実証された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we confirmed that cattle with very low BLV proviral loads did
 not transmit the virus to virus-free cattle under conventional conditions. A BLV-infected bull with
 a “very low proviral load” (i.e., fewer than 100 proviral copies/50 ng of genomic DNA) did not 
transmit the virus to any virus-free cattle. However, a BLV-infected bull with a “low proviral 
load” (i.e., 100 to 500 copies/50 ng) transmitted the virus to a total of 3 virus-free cattle in 2 
out of 5 tests. These results suggest that BLV-infected cattle with “very low proviral loads” do 
not transmit the virus under conventional conditions, while cattle with “low proviral loads” can 
transmit the virus, although at low rates. We believe that the results of this study will promote 
the construction of effective measures to prevent BLV infection and control the spread of BLV.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
牛白血病は2017年に最も報告数が多かった家畜の監視伝染病である。国内の牛の35%が感染しており、対策法の
確立が求められている。従来の牛白血病対策は、全ての感染牛を隔離や淘汰する方法だった。これでは、経済的
負担や労働負担が大きい。本研究の結果、感染牛であってもプロウイルス量が少ない低リスク牛は、感染源とな
らないことが明らかとなった。つまり、全ての感染牛ではなく、高リスク牛のみを対象とした対策で十分であ
る。今後はこの知見を応用し、地域や県単位での牛白血病対策を進めていく。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
監視伝染病である牛白血病の報告件数は年々増加し、17 年間で 28 倍となった。感染率の増加
も顕著であり、1980 年代には 5%前後であったが、2009-11 年に行われた全国調査で約 35%にま
で増加した。BLV の感染や牛白血病の発症を防ぐワクチンはない。そのため、新たな感染を防
ぎ、役目を終えた感染牛を徐々に非感染牛に更新していく以外に、牛白血病の被害を減らす方
法はない。平成 27 年に農林水産省が「牛白血病に関する衛生対策ガイドライン」を発表し、農
場における感染対策の指針が示された。しかし、対策を実施する農家の作業負担は大きく、よ
り負担の軽い方法を開発する必要がある。また、BLV 感染率を下げるためには、農家単位の対
策では不十分であり、市町村単位での牛白血病対策が求められている。 
 
２．研究の目的 
BLV の感染ウイルス量は感染直後に急増後、安定した値となる。安定後のウイルス量は多い牛
と少ない牛で約 10,000 倍の違いがあるが、ウイルス量が多い牛だけが BLV を伝播するのかは
不明であった。筆者が行った BLV 遺伝子タイピングの結果から、ウイルス量が少ない牛は 3
年間に渡って通常の飼養環境下で BLV を伝播しなかった。また、吸血昆虫などによって BLV
は隣接する農場に伝播しないことも明らかになった。これらの研究成果から、ウイルス量の多
い牛だけを農場外の１施設(共同農場)に集める方法が牛白血病対策として有効な可能性が示さ
れた。そこで本研究では、はじめに他の牛に BLV を伝播しないウイルス量を明確にすることを
目的とした。次いで、その結果を応用し、共同農場を利用した市長村単位での牛白血病対策プ
ログラムを確立することを目指した。また、リアルタイム PCR を利用しない簡便かつ安価なウ
イルス量の推定法として、リンパ球を使った検査法の提案とその実用性を検討した。 
 
３．研究の方法 
(1) 感染リスクの明確化 
それまでの知見から、500 copies/50 ng 以下の牛が感染源となりにくいことが示唆されたことか
ら、100-500 copies の牛を 3 頭、100 copies 以下の感染牛を 1 頭用いた。50-100 頭の非感染牛群
に上記の感染牛を混ぜ、12 ヶ月および 22 ヶ月後の新規感染数を調べた。また、感染経路を明
確にするため、感染した BLV の遺伝子タイピングを行い、新規感染牛と一致するかを調べた。 
 
(2) 市町村単位での牛白血病対策 
宮崎県の A 地区にて実施した。フィールドで蓄積した知見および前述の実験結果から、感染牛
のうち、500 copies/50 ng 以上の繁殖牛はすべて肥育後にと畜することにした。 
 
(3) リンパ球数に基づいたウイルス量の推定 
黒毛和種の白血球数およびリンパ球数を測定し、ウイルス量との相関を解析した。 
 
４．研究成果 
(1) 感染リスクの明確化 
本研究では、セットポイント期におけるプロウイルス量が 500 copies/50 ng of genomic DNA 以
下の牛は、長期間に渡って農場内で飼養したとしても、水平および垂直感染の感染源とならな
いことを明らかにした。 
 
(2) 市町村単位での牛白血病対策 
そこで、500 copies/50 ng を超える牛を、地域が管理する共同農場に移動する戦略を実施したと
ころ、宮崎県内の A 地区では、2013 年に 4.9%であった感染率を 0.47%にまで低減することに
成功した。 
 
(3) リンパ球数に基づいたウイルス量の推定 
黒毛和種においても、リンパ球数とウイルス量に明確な相関が認められた。ただ、感度が 80%
程度であるため、20%程度の見逃しが発生してしまうことも明らかとなった。 
 
本研究の結果、プロウイルス量に基づいた地域単位で取り組む牛白血病対策が有効なことが示
された。この方法は、農家の経済的負担、作業負担も軽減できるうえ、成功率が高い。今後は、
プロウイルス量の定量をより簡易化し、誰でも簡単に感染源となる牛を摘発できるようにする
ことが重要と考える。 
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